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桜
の
花
び
ら
が
舞
い
、
新
し
い
年
度
が

ス
タ
ー
ト
す
る
４
月
。
令
和
３
年
第
１
回

東
温
市
議
会
定
例
会
で
は
、
加
藤
市
長

が
所
信
表
明
を
述
べ
、
２
期
目
の
市
政
運

営
に
対
す
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

今
月
は
令
和
３
年
度
に
実
施
す
る
施
策

や
予
算
を
お
伝
え
し
ま
す
。
先
行
き
不

透
明
な
時
代
の
中
、
刻
々
と
変
化
す
る
地

域
課
題
に
求
め
ら
れ
る
施
策
と
は
。

加藤市長 所信表明

　日夜を問わず新型コロナウイルス感染

症と最前線で戦う医療関係者の皆様をは

じめ、感染拡大防止にご尽力いただいて

いる全ての関係者の皆様に心より感謝申

し上げます。

　人口減少・少子高齢化、地域経済、環

境、産業、雇用、防災など課題は山積み

です。そんな中、コロナが世界的に広が

りました。東温市でも事業活動の自粛に

伴う市内経済への影響や、小中学校の臨

時休業をはじめとする日常生活への影響

など、これまで体験したことのない大変

厳しい状況となり、今なお続いています。

　未だ先行きの見通しが立たない状況の

中、皆様の命と健康を守るための「新し

い生活様式」に対応した市政運営が求め

られています。コロナ対策の徹底はもち

ろんのこと、常に変化しているさまざま

な政策的課題に対して、できる限りスピー

ド感をもって積極的に取り組んでいく必

要があります。

　市民生活に関わる当面の課題、そして

将来想定される課題の一つひとつに真摯

に向き合いながら、持続可能なまちづく

りに向け、市民の皆様とともに全力前進

でまいります。　（市議会定例会での所信表明より）

こ
れ
か
ら
の

こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン

プ
ラ
ン
令
和

３
年
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長
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政
策
の
柱
に
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
加
え
る

災
害
に
対
す
る
備
え
を
強
化

合併後の一体化と次世代への継承を

観光大使 清原梨
り お

央さん。重信川河川敷の桜並木で撮影

特集　これからのまちづくりプラン

period1

　
２
月
26
日
、
令
和
３
年
第
１

回
東
温
市
議
会
定
例
会
が
市
役

所
５
階
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
開
催
に
あ
た
り
、
加
藤
市

長
が
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
の

基
本
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
所

信
表
明
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式

で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

市
長
就
任
以
来
一
貫
し
て

“
合
併
後
の
一
体
化
”
と
“
先

人
の
育
て
た
住
み
よ
い
、
暮
ら

し
や
す
い
東
温
市
を
受
け
継

ぎ
、
守
り
育
て
、
さ
ら
に
良

く
し
て
次
の
世
代
に
渡
し
て
い

く
”
こ
と
を
全
て
の
根
幹
に
捉

え
、
４
つ
の
政
策
を
市
政
運
営

の
柱
と
し
て
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト

と
な
る
令
和
３
年
度
か
ら
新
た

に
『
環
境
政
策
の
推
進
に
よ
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
』
を
政
策

の
柱
に
加
え
、
適
正
な
ゴ
ミ
分

別
と
不
法
投
棄
へ
の
対
策
を
進

め
、
重
信
川
の
最
上
流
を
預
か

る
市
と
し
て
、
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

耕
作
放
棄
地
や
鳥
獣
害
対
策
と

い
っ
た
農
林
業
の
振
興
、
さ
く

ら
の
湯
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
た
商
工
観
光
の
振
興
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
や

ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
構
想
な
ど

の
教
育
文
化
芸
術
の
振
興
施
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
の
声
を
大
切
に
す
る
ま
ち

づ
く
り

　

令
和
３
年
度
は
、「
第
２
次

東
温
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
公

募
市
民
の
方
に
も
参
画
い
た
だ

い
た
総
合
計
画
審
議
会
の
開
催

や
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た

こ
と
で
貴
重
な
ご
意
見
を
多
数

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
内
の
19

カ
所
で
実
施
し
た
行
政
区
別
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
計

６
７
０
人
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
延
べ
３
０
５
件
の

質
疑
・
提
案
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
ど
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
は
じ
め
年
代
別
・
団
体
別

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
16
回
開
催

し
、
計
４
５
３
人
の
参
加
、
延

べ
２
９
７
件
の
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
来
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

直
接
顔
を
合
わ
せ
、
意
見
交

換
を
行
う
対
話
方
式
に
よ
る
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
基
本
で

す
が
、
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し

て
い
な
い
状
況
等
を
踏
ま
え
る

と
、
今
後
は
新
た
な
対
話
方
法

に
よ
る
開
催
も
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

健
康
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り

　
何
よ
り
も
市
民
の
命
と
健
康

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
い
た

し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
向
け
た
体
制
の

強
化
を
図
る
た
め
、
健
康
推
進

課
内
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
」
を

新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
感
染
症
対
策
業
務

に
加
え
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

の
確
保
や
接
種
券
の
印
刷
・
発

送
、
ま
た
医
師
会
、
医
療
機
関

等
の
ご
協
力
を
得
る
た
め
の
各

種
調
整
な
ど
、
先
が
見
え
な
い

中
で
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が

可
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
速

や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
万

全
の
体
制
で
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
市
内
中
小
零
細
企

業
と
連
携
し
な
が
ら
、
持
続

可
能
な
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
も
の
づ
く
り
産
業

や
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ヘ

ル
ス
ケ
ア
産
業
の
創
生
を
目
指

す
「
と
う
お
ん
健
康
医
療
創
生

事
業
」
の
更
な
る
促
進
と
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

の
事
業
の
中
心
的
な
役
割
を
担

う
愛
媛
大
学
及
び
愛
媛
大
学
医

学
部
が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

て
地
域
に
密
着
し
た
中
核
的
な

役
割
を
発
揮
す
る
「
地
域
協
働

セ
ン
タ
ー
中
予
」
の
設
置
を
進

め
て
い
る
こ
と
か
ら
本
市
で
の

受
入
体
制
を
整
え
ま
す
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
市
内
中
小

零
細
企
業
の
発
展
を
図
り
、
ひ

い
て
は
、
本
市
の
「
健
康
日
本

一
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
繋
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
安
全
安
心
の
ま
ち

づ
く
り

　
２
０
１
１
年
３
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。

３
月
13
日
に
は
、
福
島
県
や
宮

城
県
な
ど
の
広
い
範
囲
で
最
大

震
度
６
強
に
も
及
ぶ
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
今
回
の
地
震
は
、

東
日
本
大
震
災
の
余
震
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
改
め
て
、

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
基
づ

き
、緊
急
事
態
に
備
え
た
防
災・

減
災
対
策
を
し
っ
か
り
と
進
め

て
お
く
こ
と
の
重
要
性
を
認
識

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
大
規

模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
東
温
市
は
、
複
数
の
大
規

模
病
院
や
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐

屯
地
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
県
下
全
域
を
対
象
と
す
る

災
害
救
援
活
動
な
ど
に
お
け
る

重
要
な
玄
関
口
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐

屯
地
と
国
道
11
号
を
結
ぶ
既

存
の
県
道
及
び
市
道
は
、
幅
員

が
非
常
に
狭
く
、
そ
の
大
部
分

で
歩
道
が
未
整
備
と
な
っ
て
お

り
、大
型
車
両
が
通
行
す
る
際
、

一
般
車
両
や
自
転
車
、
歩
行
者

の
通
行
に
支
障
が
生
じ
て
い
ま

す
。
松
山
駐
屯
地
か
ら
国
道
11

号
に
直
結
す
る
新
た
な
市
道
の

整
備
を
進
め
、
災
害
に
対
す
る

備
え
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
子
育
て
支
援
や
、

障
が
い
者
福
祉
・
高
齢
者
福
祉

の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
安
定
し
た
社
会
保
障
制
度
を

継
続
さ
せ
る
に
は
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
、
健
康
・
福
祉
・
介
護
・

教
育
の
拠
点
と
し
て
フ
ル
活
用

し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

障
が
い
の
有
無
や
性
別
に
関
わ

ら
ず
長
く
幸
せ
に
、
笑
顔
で
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
児

童
ク
ラ
ブ
や
保
育
所
等
の
待
機

児
童
対
策
と
し
て
、
保
育
環
境

の
整
備
や
保
育
の
質
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
東
温
市
障

が
い
者
基
本
計
画
や
東
温
市
高

齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
等
で
新
し
く
計
画
期

間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
引
き

続
き
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
の

方
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
保
健
事
業
と
介

護
予
防
な
ど
を
一
体
的
に
取
り

組
み
、
安
定
的
な
事
業
の
運
営

に
努
め
ま
す
。

環
境
政
策
の
推
進
に
よ
る
美
し

い
ま
ち
づ
く
り

　
美
し
い
ま
ち
「
東
温
市
」
を

創
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
今
の

異
常
気
象
の
原
因
で
あ
る
と
さ

れ
る
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
地

球
規
模
の
環
境
問
題
は
、
世
界

中
の
人
類
に
共
通
す
る
最
重
要

課
題
の
一
つ
で
す
。
環
境
負
荷

の
少
な
い
持
続
可
能
な
循
環
型

社
会
の
形
成
を
目
指
し
、
環
境

保
全
に
取
り
組
む
市
民
の
皆
様

や
事
業
者
の
方
々
と
共
に
連
携

し
な
が
ら
、
環
境
を
重
視
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る
「
東
温
ま
る

ご
と
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

（
賢
い
選
択
）
宣
言
」
と
併
せ

て
策
定
し
た「
と
う
お
ん
ス
マ
ー

ト
エ
コ
タ
ウ
ン
計
画
」
の
見
直

し
や
中
間
検
証
な
ど
を
行
い
、

特
色
あ
る
施
策
を
推
進
し
ま

す
。
ご
み
収
集
事
業
に
つ
い
て

は
、本
市
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
操
炉
停
止
が
令
和
３
年
度
末

に
控
え
て
お
り
、
現
在
、
中
予

圏
域
の
３
市
３
町
と
愛
媛
県
が

参
加
す
る
「
松
山
ブ
ロ
ッ
ク
ご

み
処
理
広
域
検
討
協
議
会
」
に

お
い
て
、
広
域
圏
で
の
ご
み
処

理
や
、
施
設
の
集
約
化
に
つ
い

て
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
将
来
に
わ
た
っ
て

廃
棄
物
を
適
正
に
処
理
で
き
る

体
制
の
整
備
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
重
信
川
の
最
上
流
を
預
か
る

東
温
市
と
し
て
、
市
民
の
皆
様

と
の
協
働
の
も
と
、
市
内
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
く

こ
と
が
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
政
策
の

一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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今年の主な取り組み 単位：万円
＜みんなが元気になる健康福祉のまちづくり＞
継 子育て支援の拡充 １，０８６
新 後期低栄養防止事業 ２５
新 若年がん患者在宅療養の支援 ３２
新 若年層の自殺対策 １１
新 新型コロナウイルスワクチンの接種 １億８，０９９
＜安全で快適な社会基盤のまちづくり＞
新 牛渕西岡線市道の整備 ３，７００
継 スマートインターチェンジの整備 ３億６，７９７
新 防災マップの更新 ８７２
新 はしご車のオーバーホール ３，８５６
新 環境基本計画等の改定 ５４７
＜創造性と活力に満ちた元気産業のまちづくり＞
新 中小零細企業まるごと応援事業 ５００
継 田窪第２工業団地の整備 ７，７６０
継 重信川サイクリングロードの活用 ３５
新 林業就業者の支援 １２０
継 有害鳥獣被害の対策 ２，０６２
＜心豊かに学びあう文化創造のまちづくり＞
継 小学校施設の大規模改修 ４億４，４９６
継 中学校施設の大規模改修 １億１１
継 学校・家庭・地域連携の推進 ２８７
継 適応指導教室の運営 ６８５
継 学校ＩＣＴの整備 １，６２６
＜みんなでつくる協働・自立のまちづくり＞
継 タウンミーティングの開催 ９６
継 市民提案によるまちづくりの推進 ２７６
継 コミュニティ施設整備への助成 ９４６
継 アートヴィレッジとうおん構想の推進 １，２８０
新 デジタル相談窓口の運用 １３２

継…継続事業　新…新規事業

教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
、
地
域
に
活
力
を

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
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Check
＝令和３年度から組織を再編＝

地域活力創出課 ☎ 964-4414財政課 ☎ 964-4401企画政策課 ☎ 964-4473

地域振興係　※企画政策課から再編

企業振興係　※産業創出係から変更

観光物産係　※商工観光係から変更

財政係

管財係

企画政策係

情報政策係　※財政課から再編

「産業創出課」は「地域活力創出課」に名称を変更します。

河之内地区のホタル。６月上旬に表川で見られる

総合計画後期がスタート。新たな取り組みは特集　これからのまちづくりプラン

period2

　
次
に
令
和
３
年
度
の
主
要
な

施
策
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

第
２
次
東
温
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と

な
り
ま
す
が
、
総
合
計
画
に
掲

げ
る
政
策
目
標
に
沿
っ
て
、
新

た
な
取
り
組
み
な
ど
、
そ
の
概

要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

み
ん
な
が
元
気
に
な
る
健
康
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

若
者
世
代
の
末
期
が
ん
患
者
や

家
族
の
負
担
軽
減
を
図
る
若
年

が
ん
患
者
在
宅
療
養
支
援
事
業

や
、
高
齢
者
へ
の
栄
養
状
態
の

改
善
に
向
け
た
後
期
低
栄
養
防

止
事
業
、
地
域
自
殺
対
策
強
化

事
業
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育

な
ど
に
よ
る
生
涯
健
康
づ
く
り

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
近
年
、
増
加
・
深
刻
化
す
る
高

齢
者
虐
待
へ
対
応
す
る
た
め
の
体

制
整
備
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
の
就

労
的
活
動
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
な
ど
高
齢
者
施
策

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
北
吉
井
地
区
に
お
い

て
新
た
に
２
つ
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
増
設
す
る
ほ
か
、
南

吉
井
保
育
所
の
足
洗
い
場
設

置
工
事
、
北
吉
井
幼
稚
園
の
内

装
工
事
や
照
明
器
具
の
更
新
な

ど
、
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め

の
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
社
会
基
盤
の
ま

ち
づ
く
り

　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
整
備
事
業
は
、
本
年
か
ら
一

部
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
令
和

５
年
度
末
の
供
用
開
始
を
目
指

し
、
事
業
の
継
続
に
努
め
ま
す
。

　
前
川
堤
防
線
測
量
調
査
設
計

な
ど
の
道
路
改
良
事
業
や
、
鳥

越
ト
ン
ネ
ル
補
修
工
事
、
見
奈

良
大
橋
補
修
工
事
、
本
谷
４
号

橋
補
修
工
事
と
い
っ
た
橋
梁
等

長
寿
命
化
事
業
に
よ
り
、安
心・

安
全
な
都
市
基
盤
の
整
備
に
努

め
ま
す
。

　
消
防
庁
舎
の
空
調
設
備
整
備

や
、は
し
ご
車
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー

ル
、
市
防
災
マ
ッ
プ
の
更
新
な

ど
消
防
体
制
と
防
災
・
減
災
対

策
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

創
造
性
と
活
力
に
満
ち
た
元
気

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の

老
朽
化
に
伴
う
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
る
と
と
も
に
、
愛
媛
大

学
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
中
予
の

設
置
に
向
け
た
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。
林
業
関
連
に
お
い
て

は
、
林
業
就
業
者
支
援
事
業
に

取
り
組
む
な
ど
、
農
林
業
の
振

興
に
努
め
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
資
金
利

子
補
給
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
雇
用
維
持
助

成
に
よ
る
支
援
策
の
継
続
に
加

え
、
市
内
中
小
零
細
企
業
向
け

の
中
小
零
細
ま
る
ご
と
応
援
事

業
を
創
設
し
、
商
工
業
の
振
興

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
田
窪
第

２
工
業
団
地
の
造
成
・
整
備
に

向
け
た
測
量
設
計
や
用
地
確
保

を
進
め
、
雇
用
・
勤
労
者
福
祉

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

心
豊
か
に
学
び
あ
う
文
化
創
造

の
ま
ち
づ
く
り

　
本
年
は
北
吉
井
小
学
校
の
教

室
や
給
食
配
膳
室
等
の
増
改
築

工
事
、
駐
車
場
整
備
工
事
の
ほ

か
、
重
信
中
学
校
部
室
等
改

築
工
事
、
川
内
中
学
校
屋
内
運

動
場
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
改
修
工
事
な

ど
、
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
小
学
校
で
実
施
し
て
い

る
地
域
学
校
協
働
活
動
を
、
本

年
か
ら
は
中
学
校
で
も
実
施

し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努

め
ま
す
。
ま
た
図
書
館
に
お
い

て
は
、
第
４
次
と
う
お
ん
子
供

読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
す

る
な
ど
、
生
涯
学
習
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
協
働
・
自
立

の
ま
ち
づ
く
り

　
市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
く

情
報
を
迅
速
に
把
握
・
活
用
で

き
る
仕
組
み
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
活

用
し
て
行
う
「
デ
ジ
タ
ル
相
談

窓
口
運
用
業
務
」
を
通
し
て
市

民
の
皆
様
と
の
対
話
機
会
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

現
行
の
基
幹
系
シ
ス
テ
ム

が
、
令
和
３
年
７
月
に
契
約

満
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
次

期
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
へ
の
更
改

で
は
、
庁
舎
外
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
の
サ
ー
バ
ー
を
使
用
す
る

ク
ラ
ウ
ド
方
式
の
検
討
な
ど
、

情
報
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル

の
向
上
や
自
然
災
害
へ
の
対
応

能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
を
ス
タ
ー
ト
の

年
と
す
る
第
２
次
東
温
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て

は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）」
と
の
関
係
を
整
理
し
、

改
め
て
目
標
の
達
成
に
向
け
て

全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
各
種

施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
未
だ
収
束
が
見
通
せ
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な

ど
、
先
の
見
え
な
い
時
代
で
す

が
、
議
員
、
市
民
の
皆
様
、
市

職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
自

覚
し
な
が
ら
、
相
互
理
解
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
も
市

長
と
し
て
、
誠
心
誠
意
、
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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＜用語解説＞

一般会計…高齢者福祉や児童福祉、保健衛生、道路整備、
ごみ処理、学校教育、消防などに使うお金をまとめたもの
特別会計…一般会計と切り離して特定の事業ごとに経理す
る予算。保険税や保険料など特定の収入で事業を実施する
自主財源…市税や使用料など、市が自主的に収入する財源
依存財源…国や県の基準に基づき交付される財源。主に地
方交付税や市債、国県支出金がある
地方交付税…全国どの市町村に住んでも一定水準の行政
サービスが受けられるよう国から交付される
市債…市が国や金融機関などから借り入れる資金
公債費…市債を返済するための経費
教育費…学校教育や生涯学習、文化・スポーツ振興などに
要する経費

　

令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
関
係
経
費
、（
仮
称
）東
温
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備

事
業
や
小
中
学
校
施
設
の
改
築
と

い
っ
た
普
通
建
設
事
業
費
が
増
加

し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
の
総

額
は
対
前
年
度
比
５
．
３
％
増
の

１
５
７
億
８
，
２
０
０
万
円
で
、

本
市
発
足
以
来
最
大
の
予
算
規
模

と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
予
算
は
、
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
保
険
に
、
新
設
の
田
窪
第
２
工

業
団
地
を
合
わ
せ
て
４
会
計
と
な

り
、
総
額
で
85
億
２
，
２
９
０
万

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
保

険
料
軽
減
措
置
に
伴
う
広
域
連

合
へ
の
納
付
金
の
増
加
な
ど
に
よ

り
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
は
水
道
事
業
会

計
、
下
水
道
事
業
会
計
合
わ
せ

て
、
36
億
４
，
３
４
０
万
円
で
す
。

歳
入
は
市
税
が
前
年
度
か
ら
減
少

　

市
が
自
主
的
に
収
入
す
る
自

主
財
源
が
33
．
３
％
、
国
や
県
の

基
準
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
る
依
存

財
源
が
66
．
７
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税

は
全
歳
入
の
23
．
１
％
を
占
め
、

36
億
４
，
５
１
８
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
依
存
財
源
は
地
方
交

付
税
が
全
歳
入
の
28
．
５
％
と
な

る
45
億
円
、
市
債
は
９
．
６
％
の

15
億
１
，
０
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

歳
出
は
今
年
度
も
多
額
に

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障

関
係
費
、
子
育
て
支
援
関
係
費
、

老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
の
更
新

経
費
な
ど
、
今
年
度
も
引
き
続
き

多
額
の
経
費
が
必
要
で
す
。

　
歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
民

生
費
が
前
年
度
に
比
べ
わ
ず
か
に

減
少
し
た
も
の
の
、
全
体
の
38
．

６
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で

会計名称 本年度 前年度比
一般会計 157 億 8,200 万円 5.3%

特
別
会
計

国民健康保険 37 億 8,450 万円 △ 1.5%
後期高齢者医療 4 億 6,300 万円 4.7%
介護保険 41 億 9,780 万円 △ 0.5%
田窪第２工業団地 7,760 万円 ー

小計 85 億 2,290 万円 0.2%

公
営
企
業

会
計

水道事業会計 16 億 1,460 万円 △ 0.5%
下水道事業会計 20 億 2,880 万円 △ 2.3%

小計 36 億 4,340 万円 △ 1.5%
合計 279 億 4,830 万円 2.8%

※１ 田窪第２工業団地は新設のため前年度比記載なし

ワ
ク
チ
ン
接
種
や
建
設
事
業
を
実
施

支出の名称
（目的別） 金額 構成比

民生費 60 億 9,921 万円 38.6%
教育費 18 億 4,952 万円 11.7%
公債費 17 億 4,372 万円 11.1%
土木費 15 億 7,169 万円 10.0%
衛生費 14 億 5,915 万円 9.2%
総務費 12 億 7,598 万円 8.1%
農林水産業費 7 億 5,450 万円 4.8%
消防費 6 億 2,889 万円 4.0%
その他 3 億 9,934 万円 2.5%

合計 157 億 8,200 万円 100%

支出の名称
（性質別） 金額 構成比

義
務
的
経
費

人件費 33 億 6,682 万円 21.3%
扶助費 27 億 8,781 万円 17.7%
公債費 17 億 4,371 万円 11.0%

小計 78 億 9,834 万円 50.0%
物件費 24 億 1,736 万円 15.3%
補助費等 21 億 9,406 万円 13.9%
投資的経費 15 億 5,556 万円 9.9%
繰出金 11 億 3,427 万円 7.2%
その他 5 億 8,241 万円 3.7%

合計 157 億 8,200 万円 100%

支出の内訳

財源の名称 金額 構成比

自
主
財
源

市税 36 億 4,518 万円 23.1%
使用料・
繰入金等 16 億 3,445 万円 10.2%

小計 52 億 7,963 万円 33.3%

依
存
財
源

地方交付税 45 億円 28.5%
国庫支出金 22 億 4,081 万円 14.2%
市債 15 億 1,000 万円 9.6%
県支出金 11 億 4,719 万円 7.3%
地方消費税
交付金 7 億 5,900 万円 4.8%

その他 3 億 4,537 万円 2.3%
小計 105 億 237 万円 66.7%

合計 157 億 8,200 万円 100%

収入の内訳 北
吉
井
小
学
校
教
室
及
び
給
食

配
膳
室
等
改
築
工
事
な
ど
の
実
施

に
よ
り
、
教
育
費
が
11
．
７
％
、

公
債
費
が
11
．
１
％
、
土
木
費
が

10
．
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
に
見
る
と
、
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業
な

ど
の
実
施
に
よ
り
、
普
通
建
設

事
業
費
が
７
億
３
，
８
５
８
万

円（
91
．
８
％
）、
積
立
金
が

７
６
６
万
円（
39
．
５
％
）、
前
年

度
に
比
べ
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
と
う
お
ん
移
住
定
住
促
進
事

業
補
助
金
の
申
請
件
数
が
減
少
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
補
助
費
等
が

１
億
２
，５
１
５
万
円（
５
．
４
％
）

減
少
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
過

去
最
大
・
企
業
会
計
は
若
干
の
減
少

　
特
別
会
計
は
新
設
の
田
窪
第
２

工
業
団
地
特
別
会
計
を
合
わ
せ
、

前
年
度
比
１
，
８
４
０
万
円（
０
．

２
％
）増
の
85
億
２
，
２
９
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
後
期
高
齢

者
医
療
は
、
保
険
料
軽
減
分
に

係
る
公
費
負
担
額
が
増
加
し
て

保
険
料
軽
減
分
の
公
費
負
担
が
増
加

一般会計と特別会計を合わせた
東温市全体の予算総額

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
４
億
６
，

３
０
０
万
円
で
、
過
去
最
大
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
と
下
水
道
事

業
会
計
を
合
わ
せ
た
企
業
会
計
の

当
初
予
算
の
規
模
は
、
36
億
４
，

３
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
水

道
事
業
会
計
で
は
、
田
窪
工
業
団

地
整
備
に
伴
う
配
水
管
布
設
工
事

が
完
了
し
た
ほ
か
、
下
水
道
事
業

会
計
で
は
、
汚
水
管
渠
工
事
費
が

減
少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
体

で
前
年
度
よ
り
５
，
６
６
０
万
円

（
１
．５
％
）の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

白猪の滝の氷瀑。2021 年１月上旬に観測された

令和３年度の予算規模が過去最大に特集　これからのまちづくりプラン

period3


